
魅力ある都市景観の形成について 
主旨 

横浜市が目指すＩＲの姿を発信する「横浜ＩＲの基本的な方向性（仮）」のうち、都市景観に関する事項について、記

載する内容についてご審議をお願いいたします。 

 
１ 具体的な進め方 

 
ＩＲ推進事業では、事業者公募に際し、ＩＲ整備法に定める実施方針を策定・公表するとともに、横浜が目指すＩＲの姿

を「横浜ＩＲの基本的な方向性（仮）（以下、基本的方向性）」として取りまとめ、市民・事業者へ発信します。 

このうち景観に関する考え方について、ご意見をいただきます。－① 

なお、基本的方向性については市民意見募集を行う予定です。 

さらに、事業者を選定した後、市と事業者で策定する区域整備計画案についてご意見をいただきます。－② 

今後のスケジュール（想定） 

 

※ 区域整備計画：横浜市と選定した事業者が共同して、IR 施設の具体的な規模及び機能、IR 事業の具体的な計
画、IR区域の周辺地域の開発並びに整備などを定めた計画。国へ申請し認定を受ける。 

 

２ 基本的方向性の位置づけ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 山下ふ頭における都市景観の考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※  

都心臨海部再生マスタープラン 
 
港からの眺望などを意識し、後背の丘・斜面
緑地や周辺建物のスカイラインと調和した水
際線の良好な景観を創造し、世界有数の
「美港」としてふさわしい景観形成を進める 

山下ふ頭開発基本計画 
「賑わいと活力」「憩いと安らぎ」を
兼ね備えた新たな横浜の顔となる
景観の形成 

■ 横浜でこれまで行われてきた景観誘導・まちなみ形成の歴史・コンセプトを整理、提示することで、事業者自身に   
「横浜らしさ」とは何かを考えさせ、「横浜」との関わり、ストーリーを IR施設提案時に求める。 

■ 山下ふ頭開発基本計画の方針に示す【視点場】【緑の軸線】【夜間景観】等への配慮を求める。 

「新たな顔」と「これまでのまちなみを踏まえること」の両立 

資料１ 

（主な記載事項） 
１ 横浜ＩＲ実現への取組の背景 
２ 横浜が目指すＩＲの姿 
・ コンセプト 
・ ＩＲ法で求められる各施設（展示場・会議場、宿泊施設等）

の考え方 
・ 景観形成の視点 
・ 環境・エネルギー／防災対策 
・ 交通対策、周辺地域とのつながり 
３ 懸念事項への取組 
・ ギャンブル等依存症対策 
・ 治安対策 
４ ＩＲ実現による効果 
・ 観光振興 
・ 地域経済の振興 
５ 地域の理解促進・合意形成に向けた取組 
６ スケジュール等 

   

実施方針 
・ＩＲ整備法第 6
条に基づき、実施
条件などを定めた方
針 
・実施方針に即して
事業者を選定 

   

基本的方向性 
・横浜が目指すＩ
Ｒの姿の方向性を
市民・事業者に向
けて示す 
・市民意見等も踏
まえ策定 

反映 

ご審議いただく部分 

美しい港の景観形成構想 
 

目標像： 
世界に誇る「美港」横浜 
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1. 横浜市の都市デザインや景観等の取組と山下ふ頭の位置づけ 1

　本市では長年、「魅力と個性ある人間的な都市の実現」を理念として都市デザインに取組んできており、
7つの目標を掲げ、まちづくりの中に美的、人間的価値、各地域の自然的、歴史的、文化的価値などを
取り入れてきています。
　また、平成 31 年 3月には、「横浜
市景観ビジョンを改定し、「横浜ら
しい景観をつくる 10 のポイント」
を定めています。
　山下ふ頭においても、これらの内
容を尊重し、事業に取り組んでいき
ます。

　横浜市では、横浜港のうち都心臨海部と横浜ベイブリッジ、大黒ふ頭で囲まれた水域及びその周辺の陸域を
「内港地域（インナーハーバー）」として、美しい港の景観形成づくりにむけた構想を示しています。山下ふ頭は、
この内港地域のなかで、ベイブリッジからの入り口に位置し、地理的にも規模的にも重要な地区となります。

　横浜都心部では、20 世紀後半から、関内・山手地区やみなとみらい 21 地区を中心に、横浜を中から強化する
ような都市デザインの取組を進めてきました。山下ふ頭では、これまでの都市デザインの取組の蓄積を尊重しつ
つ、国内外から人々をお迎えするリゾートとして、また、発信する拠点として、21 世紀を象徴するような、新
しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦します。

【これからも重要となる基本的な横浜の都市デザインや景観づくりの経緯・考え方】
■内港地域の都市デザインや景観づくりと山下ふ頭の位置づけ

山下ふ頭では、21 世紀を象徴するような、
新しい横浜の都市デザイン・景観づくりに挑戦します。

開港の歴史を背景として、人間中心のまちづ
くりや都市景観ガイドライン等の運用、歴史
的建造物の保全・活用など、都市デザインの
取組を長年にわたって進めてきたエリア。

関内・山手地区等

六大事業によって計画的に新しく生み出され
た横浜の中心となる業務地区。スカイライン
のコントロールや都市景観ガイドラインなど
による景観誘導、ドックヤードガーデンや赤
レンガ倉庫などの歴史的な遺構の保全・活用
などを行っているエリア。

みなとみらい 21地区等

京浜臨海部再生マスタープランに基づいた取
組を推進しているエリア。横浜港全域にわ
たって、「みなと色彩計画」が策定され、港
を彩っている。

京浜臨海工業地域

・国内外から人々をお迎えするためのリゾート
・横浜が日本のショーケースとして発信する拠点
・賑わいの創出と周辺地域への波及

【京浜臨海工業地域等】
大規模な工場や港湾施設が立ち並び、

ダイナミックな港湾景観を形成するエリア

【みなとみらい 21地区等】
六大事業により 20世紀後期に

生み出された市街地

【関内・山手地区等】
開港以降の歴史ある市街地

山下ふ頭地区

横浜の都市デザイン　７つの目標横浜の都市デザイン　７つの目標
（１）歩行者を擁護し、安全で快適な歩行者空間を確保する
（２）人と人とのふれあえる場、コミュニケーションの場を増やす
（３）街の形態的、視覚的美しさを創る
（４）地域の自然的特徴を大切にする
（５）市街地内に、緑やオープンスペースを豊かにする
（６）海、川、池など水辺空間を大切にする
（７）地域の歴史的、文化的資産を豊かにする

地区
新

みみみみ

内地内地区地地区区区区区地地

関外地区外地外

内内地区

関外 区

山内内山内内

】
後期にに
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等】
にに紀後期

地地
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内港地域のリング構造

都市軸
（ウォーターフロント軸）

都市軸
（水際線へと向かう軸）

凡例凡例
美しい 港 の景観形成構想

横浜市都心臨海部再生マスタープラン

横浜市都心臨海部再生マスタープラン

資料２



内港地域の景観形成　4つの視点内港地域の景観形成　4つの視点
１　リング状の港の構造を生かした景観の形成
２　誰もが美しさを感じる景観の形成
３　横浜の港らしい特徴的な景観の形成
４　人々の生活・活動による賑わい景観の形成

2. 山下ふ頭での都市デザインや景観形成について 2

平成 26年に策定した「美しい港の景観形成構想」では、内港地域の景観形成の 4つの視点を示しています。

平成 27 年に策定した「横浜市山下ふ頭開発基本計画」では、「ハーバーリゾートの形成」を目指す都市像とし、
3つの視点と 8つの方針を掲げています。

山下ふ頭は横浜都心部で唯一大規模開発が可能である、貴重な場所です。船や車で横浜にアプローチ
する際の印象的な玄関口となり、海へと突き出た敷地形状は横浜の景観を楽しむ新たな視点場でもあ
ります。ここに生まれる施設によって提供される横浜の新しい見え方、切り取り方は既存の横浜の景
観的価値を更に向上するだけでなく、山下ふ頭自体の体験の質を高めることにもつながります。

3.　山下ふ頭自体と、そこから見る横浜の景観的価値を最大化する3.　山下ふ頭自体と、そこから見る横浜の景観的価値を最大化する

■美しい港の景観形成構想

■横浜市山下ふ頭開発基本計画

平成 27年に策定した「横浜市都心臨海部再生マスタープラン」では、「世界が注目し、横浜が目的地となる新
しい都心～都心臨海部を中心とした新しい横浜ライフの実現～」を将来像として 3つの基本戦略と 5つの施策
を掲げています。施策①の「世界中の人々を惹き付ける空間・拠点の形成」の中には「都市デザインによる創
造性豊かな空間づくり」を行っていくことを示しています。

■横浜市都心臨海部再生マスタープラン

■山下ふ頭：21 世紀を象徴するような新しい都市デザイン・景観形成「４つのコンセプト」「４つのコンセプト」

1.　長期的に価値を持ち続ける景観を創り出すこと1.　長期的に価値を持ち続ける景観を創り出すこと
山下ふ頭の建造物や空間、それらにより形成される景観は、これからの時代を象徴するような機能性
と普遍的な美しさを兼ね備えるなど、美しい港の一部として、長期的に価値を持ち続けるものを目指
していきます。

2.　対比と調和を両立させること2.　対比と調和を両立させること

内港地域では、みなとみらい 21 地区や関内地区、山手地区など、各地区、各時代ごとの景観的特徴
を維持・創出してきました。また、これらの地区が、景観的な個性の発揮と調和のバランスをとりな
がら、リング状につながっているのが、内港地域の大きな特徴となっています。山下ふ頭に新たに形
成される景観は、独自性、象徴性が求められ、内港地域において、みなとみらい 21 地区に匹敵する
インパクトを持つものとなります。内港地域全体の調和は保ちつつ、みなとみらい 21 地区や関内地
区とは異なる個性を発揮していくことが求められます。

4.　21 世紀の横浜に必要とされる都市機能を “魅せる” 都市デザイン4.　21 世紀の横浜に必要とされる都市機能を “魅せる” 都市デザイン
景観や都市・建築のデザインは機能と切り離しては考えられません。これからの横浜を代表する都市
景観には、SDGｓ、ガーデンシティはもとより、イノベーション都市など、横浜市の未来のための政
策やプロジェクトと方向性を共にして、それを体現するものであることが求められます。象徴的な “魅
せる” 環境配慮や、横浜に集積するクリエイティビティの発露など、横浜のショーケースとしての景
観づくりが「横浜らしさ」につながります。

　山下ふ頭の開発は、内港地域の景観にとって重要な地区であるとともに、一つの事業者によるトータルデザ
インによる一体開発であることに大きな特徴と可能性があります。
　山下ふ頭だけではなく、内港地域全体が、横浜を代表し、都市の価値を高めるような景観を創り出すために、
山下ふ頭の開発においても、以下の 4つの視点をもち、地区全体の計画や建物・施設のデザインを行います。

次ページからでは、上の 4つのコンセプトを具体化するうえで重要となる、様々なレベルでのアイデアを
示します。これらのアイデアは、すべてを採用する必要はありませんが、開発計画立案や施設デザインの
際のヒントとして参照・尊重し、質の高い計画を創り出していくため手がかりとなるものです。また、上
の 4つのコンセプトを実現するためのよりよい手法等がある場合は、このアイデアに限定せず、積極的に
取り入れていきます。

■アイデア

3つの基本戦略3つの基本戦略
１．次の時代の横浜の活力をけん引する
ビジネス・産業づくり

２．豊かな想像力・市民力が息づく
横浜スタイルの暮らしづくり

３．個性豊かなまちの魅力をつなぎ
港と共に発展する都心づくり

5つの施策5つの施策
①世界中の人々を惹き付ける空間・拠点の形成
②まちを楽しむ多彩な交通の充実
③世界を先導するスマートな環境の創出
④災害に強い都心臨海部の実現
⑤都市活動の担い手が活躍する仕組み・体制の充実

3つの視点と 8つの基本計画方針3つの視点と 8つの基本計画方針

【視点２】
親水性豊かなウォーターフ
ロントの創出

【方針４】水と緑を身近に感じる空間づくり
【方針５】港町の魅力を高める景観形成

【視点１】【視点１】
観光・MICE を中心とした観光・MICE を中心とした
魅力的な賑わいの創出魅力的な賑わいの創出

【方針１】国内外から多くの人を呼び込む賑わいの創出
【方針２】地区内外の移動を支える交通ネットワークの形成
【方針３】快適で回遊性のある歩行者動線の確保

【視点２】【視点２】
親水性豊かなウォーター親水性豊かなウォーター
フロントの創出フロントの創出

【方針４】水と緑を身近に感じる空間づくり
【方針５】港町の魅力を高める景観形成

【視点３】【視点３】
環境に配慮したスマート環境に配慮したスマート
エリアの創出エリアの創出

【方針６】環境に配慮したまちづくり
【方針７】高い防災・安全性をもつまちづくり
【方針８】わかりやすく利便性の高い魅力あるまちづくり



33. アイデア

横浜市では、長年にわたり内港地域の眺望景観形成に努めてきました。
山下ふ頭の開発では、これらの眺望景観への配慮が求められるだけでは
なく、横浜らしい魅力的な眺望景観を創り出していくことも求められま
す。山下ふ頭開発基本計画では、以下の 5か所からの眺望等を示してい
ます。いずれも、現在、人々に親しまれている代表的な眺望点であり、
ここからの眺望は大切にされています。

①港の見える丘公園（約 38m）

②横浜マリンタワー（約 91m）

③山下公園（約 2.3m）

山下公園から見た氷川丸やベイブリッジのライトアップの現況

マリンタワーから見た
山下ふ頭の夜景の現況

④大さん橋客船ターミナル（約 9.0m）

⑤海上やベイブリッジ等（0～約 55ｍ）

横浜の内港地域の景観は、遠景の富士山等、山手や野
毛等の丘の緑、内港地域の建物、水際の公園等の緑と
いういくつもの層により形成されています。また、山
下公園や臨港パークは、海上から見た際にボリューム
のある緑として見えるようにデザインされてきました。
山下ふ頭においても海上や他地区から見た際に、緑の
連続性が感じられるようなランドスケープデザインと
することが求められます。

山下公園からの緑の連
続性を生み出すパター
ン。

大さん橋等から見た際
に、山下公園や山手の
丘の緑と一体となった
緑の連続性を形成する
とともに、既存市街地
から連続する緑豊かな
歩行者空間形成が可能
となる。

山下ふ頭の先端に緑の
ボリュームを創り出す
パターン

海上やベイブリッジか
ら見た際に、緑豊かな
エリアであることを発
信することが可能とな
る。

山下ふ頭の東に緑のボ
リュームを創り出すパ
ターン

ベイブリッジや臨港幹
線道路から見た際に緑
豊かなエリアであるこ
とを発信することが可
能となる。また、臨港
幹線道路などの長大な
構造物を遮蔽する効果
も期待できる。

内港地域の緑の連続性を生み出す

視点場からの眺望に配慮した施設デザイン

内港地域の景観の 4層構造 山下公園と山手の丘、
山下ふ頭の緑の景観的な連続性と
プロムナード等による連続性

①
②

③

④

⑤

夜景は、ライトアップ（照明を当てる）ことだけで
はなく、照明を当てない部分をつくり、メリハリを
つけることが重要です。
既存の光の演出がなされた眺望対象との関係や、地
区内のシンボリックな施設へのライトアップなどと
あわせて、関係者との調整を行いながら、トータル
に光の演出を行うことが求められます。

内港地域全体の夜景の魅力を高める

コンセプト１コンセプト１　長期的に価値を持ち続ける景観を創り出すこと コンセプト２コンセプト２　対比と調和を両立させること

内港地域に新しい価値をもたらすデザイン

奇抜さを目的としたデザインではなく、地区や内港地域に新
しい価値をもたらす建物・施設・地区のデザインとします。
様々な機能を実現する広義のデザイン性と見た目や、景観な
どの狭義のデザイン性を両立した建物・施設デザインとしま
す。

例：

・新しい環境技術の機能・性能を発揮するデザイン

・内港地域他地区の建物との対比と調和

・世界的にも先進的なデザイン

・緑と共生する建築・施設のデザイン

・災害時のレジリエンスを実現するデザイン

・賑わいを創出するデザイン

・ボリューム感の演出による価値

海上から見た景観の
シンボルとなる山下ふ頭先端部

地区のシンボルをつくる
特徴のあるデザインの建物を、山下ふ頭の中に効果的に配置することで、ベイブリッジを走る車から見えて
くる景観や、ベイブリッジをくぐりながら入港する客船から見える景観を楽しむことができます。

　横浜市ではこれまでウォーターフロントの軸線を重要な都
市軸として位置づけ、連続する水際空間や緑地を創出してき
ました。
　港から市街地にかけてなだらかな地形が続いている内港地
域において、リング状の構造から作り出される連続した水際
の緑地は、都市景観と海面、空に加えて重要な景観要素の一
つとなります。 
　山下ふ頭では、内港地域を俯瞰的に見て、連続した水際空
間や緑地の一部を形成していく場所であることを意識した計
画とします。

緑や水際（ウォーターフロント）の都市軸を伸ばす

緑や水際の軸線

各眺望点の位置



　山下ふ頭は、三方を海に囲まれています。
いずれにおいても、見る⇔見られるの関係があり、その関係を踏まえ
た都市活動のデザイン、土地利用、景観などをデザインしていくこと
が大切です。
　横浜の貴重な水際を中心に、開港の道などとも接続し、三方それぞ
れの景観的な魅力を市民が楽しめるようにします。
　また、既成市街地との接続部分は、山下公園と一体となった緑地や
プロムナード、賑わいを生み出す空間をつくることで、歩行者空間の
連続性が確保されます。

43. アイデア

周囲の 3つの水域と既成市街地に対する活動・土地利用・景観のデザイン　　　　　

山下ふ頭内にも人々が楽しめる眺望点を創り出すことが、山下ふ頭
や内港地域の価値を高めることにもつながります。なるべく多くの
眺望点が一般の人に開放され、楽しめるようにします。

地区内から地区外への眺望を楽しめる場をつくる

地区の活動・賑わいを見せる

賑わいや地域の様々な活動などが織りなす風景の魅力、
水辺の風景などを創り出し、その魅力を発信していくこ
とが求められます。
活動や賑わいを魅力的に「魅せる」ハードとしての工夫と、
それらを支えるソフトとの連携が求められます。
また、水辺のアクティビティにより、水辺の風景を創り
出すことは、山下ふ頭の大きな魅力の一つとなります。

都市の記憶
山下ふ頭は昭和 30 ～ 40 年代の高度経済成長期から横浜港の主力ふ
頭として支えてきました。横浜の歴史や港の発展の記憶を空間にと
どめることで、まちの繋がりを感じられます。

周囲を見渡す景観を楽しめるよう整備された眺望点
（カナダ・ケベック）
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内水地域の広い海面や
ベイブリッジへの眺め

⇔
海上の船やベイブリッジからの眺め

歩行者空間の連続性

コンセプト３コンセプト３　山下ふ頭自体と、そこから見る横浜の景観的価値を最大化する コンセプト４コンセプト４　21 世紀の横浜に必要とされる都市機能を “魅せる” 都市デザイン

SDGｓ
新しい建築技術の活用、サスティナブルな建築物、
災害に強いまち・建物づくりなどにチャレンジし、
持続可能な次世代な都市・建築のデザインとします。

ガーデンシティ
市民、企業、行政など、様々な主体が連携し、横浜らし
い花・緑・水のある自然環境を作り上げてきました。
花と緑による美しいまちなみや公園など、横浜ならでは
の魅力を発信することで、多くの方を横浜に呼び込み、
まちの活性化や賑わいの創出につなげます。

建物側ではなく、水際にカフェなどの機能を配置する、低層部屋上にもプロムナードを設けるなど、一体開発である
山下ふ頭ならではの水辺を楽しめる空間を創り出すことが可能となります。

水辺や水域の活動・賑わいを楽しめるプロムナード

水面をより近く感じることができるように、
一段低い部分に柵を設置したイメージ

水際に飲食スペースを設けた例低層部屋上にも、水辺や水域の活動・賑わいを楽しめるプ
ロムナードを整備しているイメージ

水域を活用した
世界トライアスロンシリーズ
よこはま大会

海や船、都市への眺めを楽しめる
大さん橋の眺望点の例

新たな夜景の創造を試みる
国際アートイベントである
スマートイルミネーション

エプロン構造体

ボードウォーク上から
柵が視線の妨げに
なりにくくなる。

柵

カフェ歩道
休憩
ゾーン

水際プロムナード
オープン
テラス

眺望をフレーミングすることで景観を強調する眺望点
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